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H
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
H

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
石
油
、
電
気
、

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
t
、
こ
れ
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
部
分
を
外
国
か
ら

の
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
石
油
に
つ
い
て
は
、
大
量
に

輸
入
し
、
た
く
さ
ん
使
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
豊
か
な
私
た
ち
の
生
活

を
確
保
し
て
行
く
た
め
に
は
、
不
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
活
習
慣
の
中

に
取
り
入
れ
る
よ
う
、
お
互
い
が
協

力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
暮
ら
し
の
中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」
募
集
中

　
　
　
～
経
済
企
画
庁
～

■
提
案
の
内
容
　
○
暮
ら
し
の
中
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
手
な
使
い
方

O
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
具
体
的
実
践

例
　
○
生
活
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

無
駄
な
く
大
切
に
使
う
た
め
の
方
法

目
原
稿
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

程
度
　
横
書
に
し
、
左
肩
を
と
じ
、

末
尾
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
、
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
、

応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
．
入
選

作
品
の
著
作
権
は
経
済
企
画
庁
に
帰

属
し
ま
す
．

■
締
切
　
十
月
一
目
（
当
日
消
印
有

効
）■

送
り
先
　
新
潟
県
生
活
環
境
部
消

費
生
活
課
（
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
六
〇
二
）

■
入
選
及
び
発
表
　
特
賞
（
一
』
名
）

優
秀
賞
（
若
千
名
）
佳
作
（
若
干
名
）

　
入
選
発
表
は
十
二
月
中
旬
、
入
選

者
に
通
知
し
ま
す
．

　
　
～
”
強
制
加
入
者

　
を

窮
㌦
．
．
繕
講
響
鰭

老
ゆ

～
　
　
　
国
民
年
金
は
必
ず
加
人
し

⑤
隣
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
強
制

　
　
　
加
入
者
」
と
「
任
意
加
入
者
」
の

　
　
　
　
礁
霧
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
頻
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
猟
礎
無

…
…
…
韮
条
旭
町
）

　　地域ぐるみの献血運動
　　　　　　　下条献血推進協力会
　8月2目、下条献血推進協ヵ会（会長小島

松三郎）の呼びかけで282人の地区グ）人達ーが献

血しました。この献血運動は、地区の嘱託員

会、婦人会、体協、商工青年部、建築組合な

ど地区内の十団体が協力して行一・たも4）で‡

推進役の1人商工青年部び）田中さんは「2／3ぐ

ド、いが初めて献血した人達です。来年もや

たい。将来は下条地区1人1人び）血液型台帳

をー）く1）たい」と話していました。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
田
村
保
雄
（
諏
訪
町
）
五
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
池
田
ケ
イ
子
．

俵
山
ひ
さ
子
（
中
条
中
町
）
二
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
阿
部
徳
太
郎
（
中

　
　
　
　
三
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円

さ
ん
の
よ
う
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
は
任
意
加
入
の
人
達
だ
．
強

制
加
入
者
は
、
農
業
、
商
業
、
自
由

業
な
ど
に
た
ず
さ
わ
り
、
夫
妻
と
も

に
厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
人
た
ち
の
グ
ル
ー
フ
だ

ー
．
市
内
で
商
店
を
経
営
し
て
い
る

S
氏
。
昭
和
十
六
年
四
月
生
れ
だ
か

ら
三
十
八
歳
だ
．
奥
さ
ん
も
家
業
を

手
伝
っ
て
い
る
．
七
月
初
旬
、
商
店

会
の
集
り
で
S
氏
は
初
め
て
年
金
制

度
の
し
く
み
と
恩
典
を
知
っ
た
・
自

分
の
老
後
の
こ
と
な
ど
無
関
心
だ
っ

た
S
氏
も
、
こ
こ
で
本
気
に
な
り
て

年
金
の
二
と
を
考
え
だ
し
た
。
し
か

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
一
日
団
　
午
前
．
．
一
時
～

七
時
半
ま
て
　
稲
荷
町
二
丁
目
一
部
、

稲
荷
町
西
、
稲
荷
町
三
北
一
部
、
西

本
町
一
・
二
、
八
幡
田
町
一
部
、
ド

川
原
町
、
南
新
田
町
、
本
町
七
丁
目

一
・
二
の
一
部
、
四
日
町
新
田
一
．

二
・
三
・
四
、
四
日
町
第
一
の
一
部
、

しy†高三

し
、
い
ま
、
す
．
で
に
．
．
一
軒
八
歳
。
六
レ

歳
ま
で
年
金
保
険
料
を
納
め
続
け
て

も
二
十
二
年
だ
。
国
民
年
金
の
受
給
資

格
期
間
は
、
．
予
五
年
だ
か
ら
、
．
．
、
年

足
り
な
い
．
思
い
余
っ
て
S
氏
は
市

民
課
年
金
係
を
訪
れ
た
．
応
待
に
出

た
職
員
の
H
君
は
す
ぐ
に
こ
ん
な
質

問
を
し
た
。
「
S
さ
ん
、
あ
な
た
若
い
こ

ろ
お
勤
め
の
経
験
は
な
い
で
す
か
？
」

S
氏
は
、
高
卒
直
後
三
年
間
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
思
い
出
し
た
。
H
君
は

早
速
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
へ
問
い

合
わ
せ
た
、
そ
こ
に
．
．
一
年
間
の
厚
生
年

金
が
登
録
さ
れ
て
い
た
の
で
、
S
氏
は
、

国
民
年
金
と
合
わ
せ
て
二
卜
五
年
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

四
日
町
二
・
、
．
τ
四
、
尾
崎
、
太
子

堂
、
中
条
旭
町
、
中
条
中
町
、
下
町
、

中
条
島
、
峠
の
各
一
部
、
中
条
新
田
、

北
原
、
上
新
田
、
山
際
、
原
、
甘
目

城
　
▼
八
月
二
十
三
日
困
　
午
前
九

時
～
正
午
ま
で
　
高
田
町
二
西
一
部
、

島
、
千
代
田
町
、
稲
荷
町
三
・
四
丁

目
の
各
一
部
▼
八
月
三
十
日
困

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
為
永
、

き
帆
”
ぬ

り
年
金
を
貰
え
る
人
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
S
氏
は
、
国
年
加
入
手
続

き
の
と
き
、
保
険
料
口
座
振
替
の
申

し
込
み
も
行
っ
た
。
昭
和
十
七
年
四

月
か
ら
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た
、
い
ま
す
ぐ
加
入
し
な
い

と
年
数
が
た
り
な
く
な
り
ま
す
よ
！

　
■
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
な

ら
特
例
納
付
が
で
き
ま
す
。

　
事
例
の
よ
う
に
、
三
十
七
歳
が
年

金
加
入
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
す
が
、

強
制
加
入
者
に
限
っ
て
、
今
な
ら
、

過
去
の
未
納
分
を
一
ヵ
月
四
千
円
の

割
合
で
納
付
で
き
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
。

O
マ
、
亨
ゲ
ぬ

9意み

曳

分
－

砲
、

ろ
ん

1罰

宅礁

粛

　
　
　
ゑ
彊
ー

　
　
　
　
’
　
　
＼

・
z
　
て

蕊
じ
“
南
ぬ

嵐噂一が
ぷ
憎
齢
桐
－

　　　　次’

汰”騨，

ワ

山
根
、
仙
之
山
、
塩
野
、
願
入
、
漉

野
、
二
子

（
七
月
二
十
五
日
発
行
の
市
報
お
知

ら
せ
版
で
、
八
月
十
一
日
の
停
電
時

間
が
午
後
三
時
～
七
時
半
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
午
前
三
時
～
七
時
半
の

誤
り
で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
』
箋

渉
こ
が
2
　
齢

O
今
年
も
施
設
見
学
会
に
た
く
さ

ん
の
申
込
み
が
あ
り
、
事
務
局
は
嬉

し
い
悲
鳴
で
す
。
枯
木
又
婦
人
学
級

の
皆
さ
ん
か
ら
施
設
見
学
会
の
レ
ポ

ー
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
際

に
市
の
仕
事
を
見
て
い
た
だ
い
て
、

臨
鰍
離
騨
第
三
期
）

・
納
期
限
は
八
月
三
十
一

日

「
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
働
く
人
は
大
変
勢

で
す
ね
．
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
言

わ
れ
、
同
じ
職
員
と
し
て
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

O
川
西
町
、
霧
谷
で
は
ゴ
、
・
、
の
山
が

谷
を
埋
め
て
行
き
ま
す
（
表
紙
写
真
）

■市勢／人ロ…・50，061人（男24，592・女25、469人）／世帯数…l　l、937／面積一21L44k㎡（7月1日現在）

今
月
の
納
税

昭和54年9月10日発行
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3

老人いこいの家で組みひも作業をするご老人達

雛
醸
、
懸
灘
藝
纏
籔
触

老
後
を
考
え
長
寿
を
祝
う

噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

噂
　
人
ロ
の
高
齢
化
が
、
産
業
、
民
生
な
ど
の
分
野
に
大
き
な
影
響
を
及
鴫

鴫
ぼ
し
始
め
て
い
る
今
日
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
の
確
立
と
福
祉
の
充
鴫

劇
は
、
ま
す
ま
す
緊
急
な
課
題
に
な
・
て
い
ま
す
．
　
　
咽

噂
　
九
月
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。
こ
の
週
鴫

謝
は
、
長
年
社
会
に
議
し
て
こ
え
た
老
人
を
箋
し
、
長
寿
を
祝
咽

噂
い
、
と
か
く
孤
独
に
な
り
が
ち
な
老
人
の
生
活
を
明
る
く
、
豊
か
に
し
噂

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

驚
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．
噂

噂
　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
が
七
千
七
百
四
十
九
人
い
ま
す
。
噂

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

馳
昨
年
よ
り
二
百
五
人
増
で
、
市
の
人
ロ
の
十
五
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
ゆ

噂
た
り
ま
す
。
年
ご
と
に
老
齢
化
社
会
が
進
み
、
世
界
に
誇
る
長
寿
国
と
、
噂

“噂

手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
妻
ざ
ま
な
腰
を
か
か
え
∴

噂
い
る
の
が
現
状
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

伽
　
老
人
福
祉
週
間
を
機
会
に
、
だ
れ
も
が
い
ず
れ
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
ゆ

噂
な
い
”
老
後
”
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

十日町市における高齢者人ロの推移

長寿者番付（鍋鵜淫聾費超）縮錨鏡是）

【東】 【西】

柳　　　フ　サ（高島第1）97才 横綱 藤田　タ　ケ（新　　保）97才

関口富作（貝ノ川96才 大関 太田　ギ　ン（署誤第賢）96才

島田　ブン（北鐙坂第1）96才 関脇 市村竹三郎（伊達第3）96才

渡辺銀蔵（下条栄町）95才 小結 古沢　ト　メ（北鐙坂第2）95才

蕪木セ　キ（妻有荘）95才 前1 上村熊治（貝ノ川）95才
富　井　シ　ゲ（土市第1）95才 〃2 大島テ　イ（ド条原）95才

羽鳥民蔵（田中町本通95才 〃3 富井マッジ（珠川第3）95才

岡田　ツ　ガ（中条中町）95才 ”4 島田　ヨ　シ（北鐙坂第1）94才

玉田徳治（四日町第3）94才 〃5 渡辺セ　キ（ド条本町）94才

徳永シ　ゲ（池　沢）94才 〃6 高橋　リ　サ（神明町）93才

田村キ　ミ（漉　　野）93才 〃7 水落シ　ノ（1　子）93才

上村　ヒ　サ（本町4）93才 〃8 児玉　ヨ　キ（稲　　葉）93才

樋口　要蔵（高田町2）92才 〃9 徳永吉太郎（内　　後）92才

飯塚常作（南　　雲）92才 〃10 久保田忠治（新　　水〉92才

岡村マ　ッ（関根第1）92才 〃11 井川由太郎（ド条本町）92才

大島竹治（池　　谷）92才 〃12 津畑　レ　キ（太田島第1）92才

村　山　イ　サ（伊達第2）92才 〃13 上村ツ　ハ（伊達第3）91才

越村キ　イ（本町5〉91才 〃！4ノ」・川　フ　ジ（四日町第2）91才

山田　サ　ダ（水　　口）91才 〃15 高木ナ　カ（川原町）91才

宮沢　ト　ミ（小黒沢）91才 〃16 樋　ロ　ケ　イ　（新宮第2）91才

村山ハル（高山第3）91才 〃17 ノ1・　刃i　ヒ　　ロ　（浅　　ノ　平〉91才

西　川　ヒ　ロ（西寺町）91才 〃18 川　田　シ　ゲ（寿町1）91才

大島サ　ダ（西寺町）91才 〃19 市村　ト　ヨ　（伊達第4）91才

水落キ　ク（ド条原〉91才 〃20 久保田キン（新　　水）91才

湯沢　ゲ　ン（寿町第4）90才 〃21 宮内　ヨ　シ（北　　原）90才

根津　ミ　ヤ（田中町本通）90才 〃22 春日　レ　ン（樽　沢）90才

池田　千代（西浦東）90才 〃23 宮内キ　ャ（梅　　沢）90才

福崎キ　ノ（六箇山谷）90才 〃24 星　名　キ　ク　（中条中田D90才

佐藤　ト　ク（新光寺）90才 〃25 春川スイ（署田閉）90才

小林ハ　ナ（津　　池）go才 〃26 平野政直（高山第3）90才

宮沢　ミ　キ（高田町5）90才 〃27 宮沢ハ　ッ（妻有荘）90才

大島　ト　ラ（七軒町）90才 〃28 岩田嘉吉（江　　道）90才

古　沢　ヤ　ス（北鐙坂第3）90才 〃29 水落ム　メ（中条菅沼）90才

金子マ　ス（袋町東）90才 〃30

年度 総人口
60歳以上、 うち70歳以上

実数　　％ 実数　　％

49 50，302 6，81g　i13。6 2，901i5．8

50 50，322 7，075i14．1 3，004i6．0

51 50，465 7，221i14，3 3，088i6・1

52 50，323 7，383i14・7 3，248i6．5
　　　　一

53 50，228 7，544i15。0 3，391i6．8

54 50，013 7，74g　i15。5 3，555i7．1

（各年とも4月1日現在の住民基本台帳人口）

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
．
そ
の
中
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
老
人
対
策
は

六
十
五
歳
に
な
る
と

圏
老
人
健
康
診
査
や
医
師
に
よ
る
老

人
健
康
教
育
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

圏
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
寝
た
き

り
老
人
に
、
医
療
費
補
助
及
び
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

圏
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
お
世
話
を
し
ま
す
．

囹
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
、
現
在
家
で
世
話
を
し
て
い

る
人
が
病
気
等
に
よ
り
一
時
的
に
世

話
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、

人
を
派
遣
し
ま
す
。

介
護

七
十
歳
に
な
る
と

囹
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
敬
老
会
の

経
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

囹
敬
老
の
日
現
在
で
、
市
内
に
六
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上
の

人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

囹
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費
の

助
成
（
自
己
負
担
分
が
な
く
な
り
全

額
無
料
に
な
り
ま
す
）

敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　
市
で
は
、
例
年
通
り
七
十
歳
以
上

の
か
た
に
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま
す
．

　
今
年
該
当
す
る
か
た
は
三
千
五
百

五
十
五
人
い
ま
す
。
祝
金
は
、
七
十

歳
代
三
千
円
、
八
十
歳
代
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
五
千
円
で
す
．

　
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
、
千
九
百

八
十
一
人
の
か
た
に
は
、
県
か
ら
「
祝

菓
」
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
「
市
長
の
名
入
手
拭
」

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
九

十
歳
に
な
ら
れ
る
六
十
七
人
の
か
た

に
は
、
県
か
ら
「
座
布
団
」
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
祝
金
品
の
受
給
該
当
者
に

は
、
敬
老
の
目
に
民
生
委
員
が
直
接

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
十
月
十
二
日
囲
に
、
第
十
四
回
十

日
町
市
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
．
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　　　　　　　　で　　　　　気
　　粛お　　　　　　　　　　　菊　　　　　　　　黍　　　　　ま，う

》長寿の
おふたり

　柳フサさん（高島第1）　i　藤田タケさん（新保）
　　明治14年11月4日生　　　　i　　　明治14年11月7日生

　市内最高年齢者¢）柳フサさん。カゼひ≡　タケさんは、若い頃心臓を悪くされた

とつひくことなく健康そσ）ものですとの　1そうですが・その後これとい一・た病気は

こと。その秘決は・好ききらいなく何で　iしていません・

も食べること・固いもび）も苦にしません・i　現在、お子さんが3人・孫3人・ひ孫

好物のブドウ酒も長生きグ）もとかもしれ　i1人が健在で・ひ孫グ）誠ちゃんと遊んだ

ません。　　　　　　　　　　　　　i　l）、家の中でのんびりしている毎日です

昼問は・靴？奪してからたを動かし・i実家帳剤家系だとのこと・

ゆっくりとひらすみします．　　　　　i　自分び）身び）まわりのことは、きちんと

　　　　　　　　　　　　　　　　　自分でゃっています。

老
人
福
祉
相
談
員
が
う
か
が
い
ま
す

　
　
　
市
内
に
は
百
四
人
の
寝
た
き
り
老
人
と
、

　
　
百
十
六
人
の
一
人
ぐ
ら
し
の
お
と
し
よ
り

す
．
が
い
ま
す
。

ま
　
　
市
で
は
、
そ
れ
ら
の
お
と
し
よ
り
が
安

蕊
ら
か
な
生
活
が
送
れ
る
う
老
人
建

や
…
相
談
員
（
一
人
）
を
置
い
て
い
ま
す
。

で
…

分
…
◎
血
圧
に
は
瓠
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
よ

雛
　ノ
　／

i　老人福祉相談員の仕事　　i
i　主に寝たきり老人世帯や1人暮らし老人世帯l
iを訪間し』生活に関する相談や健康相讃に応じi

i必要な指導助君をします。また、老人クラブ単i

i位に老天健康教育の指導会を行い・老人福祉のl

i増進に寄与しています。　　　　　　　　　　1

弓rベッドの方がいいのでは』r明日歯医者に行かん
　だども何を着ていこうかの』……話がはずみ馨す

誘
纂
㍍

健
康
で
長
生
き
を
〃
蘇
臥
福
關
舗
）

　
寝
た
き
り
老
人
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
自
分
の

健
康
を
過
信
し
な
い
で
、
年
一
回
は
必
ず
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
病
人
に
回
復
の
意
欲
を

お
こ
さ
せ
る
よ
う
に
、

　
退
院
後
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
機
能
回
復

訓
練
）
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
屋
な
ど
に
手

す
り
を
つ
け
た
り
し
て
．
少
し
で
も
動
け
る
よ
う

工
夫
し
、
家
族
で
協
力
し
て
寝
た
き
り
老
人
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ケ
。

とおガ彦3（3）

饗撫了翻
ヒニ7）て前売券を発売してい気すので、

多数のノノ々のおいでをお待ちしてい主す、

　日時　10月6日（：b午後6時’i～～9時

　場所　市民体育館

　出演者　なー）メロ愛好会

　前売券　5廷）0円（当060011D

　前売券発売所　都屋時計1、誓、ダィセ商

　1、ll、月見屋、朝日堂時計店、公民館本

　館及び各士也区館、　市内各祐弊止団体

…
《
3
を

敬老の日にr福祉電話」を

電々公社では、ひと1）暮らしび）お年寄

りや、目や耳4）ご不自由なかたび）たy）に

ー）きノ）Lうな「「福祉電話」を用意して

い芸す。

◎シルバーホンあんしん

（1）赤ボタンを押すと緊急連絡ができす。

　（2）緑ボタンを押すと身近なかたへ自動

ゲイヤルに使えます。

◎シルバーホンめいりょう

　耳のご不自由なかたや、もう少し大き

い爵で電話び）声を聞きたいかたに便利な

電話です。

◎シルバーベル

　普通び）電話グ）ベルでは聞きとりにくい

が、低い音（低周波）なら聞こえるとい

うかたに便利です。

◎フラッシュベル

　電話のベルが聞きと1）にくいかたや、

L場など騒音の激しい場所でご利用にな

ると便利です。電話のかか一・てきたこと

を、ランプの点滅でお知らせします。

◎盲人用ダイヤル盤

　目び）ご不自由なかたでも、容易にダイ

ヤルをまわすことができます。

　詳細については、f一日町電報電話局加

人係（雪2－2600番無料）主でお問い合才）せ

ください。

1灘驚灘響1
藩藩㍑＿保育i
所としては初めて鉄筋2階建の建物とな

1）主す。開所後は、水沢地区σ）幼児130

名を収容する予定です．



I
h
℃
臥
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3

老人いこいの家で組みひも作業をするご老人達

雛
醸
、
懸
灘
藝
纏
籔
触

老
後
を
考
え
長
寿
を
祝
う

噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

噂
　
人
ロ
の
高
齢
化
が
、
産
業
、
民
生
な
ど
の
分
野
に
大
き
な
影
響
を
及
鴫

鴫
ぼ
し
始
め
て
い
る
今
日
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
の
確
立
と
福
祉
の
充
鴫

劇
は
、
ま
す
ま
す
緊
急
な
課
題
に
な
・
て
い
ま
す
．
　
　
咽

噂
　
九
月
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。
こ
の
週
鴫

謝
は
、
長
年
社
会
に
議
し
て
こ
え
た
老
人
を
箋
し
、
長
寿
を
祝
咽

噂
い
、
と
か
く
孤
独
に
な
り
が
ち
な
老
人
の
生
活
を
明
る
く
、
豊
か
に
し
噂

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

驚
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．
噂

噂
　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
が
七
千
七
百
四
十
九
人
い
ま
す
。
噂

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

馳
昨
年
よ
り
二
百
五
人
増
で
、
市
の
人
ロ
の
十
五
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
ゆ

噂
た
り
ま
す
。
年
ご
と
に
老
齢
化
社
会
が
進
み
、
世
界
に
誇
る
長
寿
国
と
、
噂

“噂

手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
妻
ざ
ま
な
腰
を
か
か
え
∴

噂
い
る
の
が
現
状
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

伽
　
老
人
福
祉
週
間
を
機
会
に
、
だ
れ
も
が
い
ず
れ
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
ゆ

噂
な
い
”
老
後
”
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

十日町市における高齢者人ロの推移

長寿者番付（鍋鵜淫聾費超）縮錨鏡是）

【東】 【西】

柳　　　フ　サ（高島第1）97才 横綱 藤田　タ　ケ（新　　保）97才

関口富作（貝ノ川96才 大関 太田　ギ　ン（署誤第賢）96才

島田　ブン（北鐙坂第1）96才 関脇 市村竹三郎（伊達第3）96才

渡辺銀蔵（下条栄町）95才 小結 古沢　ト　メ（北鐙坂第2）95才

蕪木セ　キ（妻有荘）95才 前1 上村熊治（貝ノ川）95才
富　井　シ　ゲ（土市第1）95才 〃2 大島テ　イ（ド条原）95才

羽鳥民蔵（田中町本通95才 〃3 富井マッジ（珠川第3）95才

岡田　ツ　ガ（中条中町）95才 ”4 島田　ヨ　シ（北鐙坂第1）94才

玉田徳治（四日町第3）94才 〃5 渡辺セ　キ（ド条本町）94才

徳永シ　ゲ（池　沢）94才 〃6 高橋　リ　サ（神明町）93才

田村キ　ミ（漉　　野）93才 〃7 水落シ　ノ（1　子）93才

上村　ヒ　サ（本町4）93才 〃8 児玉　ヨ　キ（稲　　葉）93才

樋口　要蔵（高田町2）92才 〃9 徳永吉太郎（内　　後）92才

飯塚常作（南　　雲）92才 〃10 久保田忠治（新　　水〉92才

岡村マ　ッ（関根第1）92才 〃11 井川由太郎（ド条本町）92才

大島竹治（池　　谷）92才 〃12 津畑　レ　キ（太田島第1）92才

村　山　イ　サ（伊達第2）92才 〃13 上村ツ　ハ（伊達第3）91才

越村キ　イ（本町5〉91才 〃！4ノ」・川　フ　ジ（四日町第2）91才

山田　サ　ダ（水　　口）91才 〃15 高木ナ　カ（川原町）91才

宮沢　ト　ミ（小黒沢）91才 〃16 樋　ロ　ケ　イ　（新宮第2）91才

村山ハル（高山第3）91才 〃17 ノ1・　刃i　ヒ　　ロ　（浅　　ノ　平〉91才

西　川　ヒ　ロ（西寺町）91才 〃18 川　田　シ　ゲ（寿町1）91才

大島サ　ダ（西寺町）91才 〃19 市村　ト　ヨ　（伊達第4）91才

水落キ　ク（ド条原〉91才 〃20 久保田キン（新　　水）91才

湯沢　ゲ　ン（寿町第4）90才 〃21 宮内　ヨ　シ（北　　原）90才

根津　ミ　ヤ（田中町本通）90才 〃22 春日　レ　ン（樽　沢）90才

池田　千代（西浦東）90才 〃23 宮内キ　ャ（梅　　沢）90才

福崎キ　ノ（六箇山谷）90才 〃24 星　名　キ　ク　（中条中田D90才

佐藤　ト　ク（新光寺）90才 〃25 春川スイ（署田閉）90才

小林ハ　ナ（津　　池）go才 〃26 平野政直（高山第3）90才

宮沢　ミ　キ（高田町5）90才 〃27 宮沢ハ　ッ（妻有荘）90才

大島　ト　ラ（七軒町）90才 〃28 岩田嘉吉（江　　道）90才

古　沢　ヤ　ス（北鐙坂第3）90才 〃29 水落ム　メ（中条菅沼）90才

金子マ　ス（袋町東）90才 〃30

年度 総人口
60歳以上、 うち70歳以上

実数　　％ 実数　　％

49 50，302 6，81g　i13。6 2，901i5．8

50 50，322 7，075i14．1 3，004i6．0

51 50，465 7，221i14，3 3，088i6・1

52 50，323 7，383i14・7 3，248i6．5
　　　　一

53 50，228 7，544i15。0 3，391i6．8

54 50，013 7，74g　i15。5 3，555i7．1

（各年とも4月1日現在の住民基本台帳人口）

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
．
そ
の
中
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
老
人
対
策
は

六
十
五
歳
に
な
る
と

圏
老
人
健
康
診
査
や
医
師
に
よ
る
老

人
健
康
教
育
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

圏
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
寝
た
き

り
老
人
に
、
医
療
費
補
助
及
び
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

圏
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
お
世
話
を
し
ま
す
．

囹
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
、
現
在
家
で
世
話
を
し
て
い

る
人
が
病
気
等
に
よ
り
一
時
的
に
世

話
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、

人
を
派
遣
し
ま
す
。

介
護

七
十
歳
に
な
る
と

囹
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
敬
老
会
の

経
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

囹
敬
老
の
日
現
在
で
、
市
内
に
六
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上
の

人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

囹
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費
の

助
成
（
自
己
負
担
分
が
な
く
な
り
全

額
無
料
に
な
り
ま
す
）

敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　
市
で
は
、
例
年
通
り
七
十
歳
以
上

の
か
た
に
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま
す
．

　
今
年
該
当
す
る
か
た
は
三
千
五
百

五
十
五
人
い
ま
す
。
祝
金
は
、
七
十

歳
代
三
千
円
、
八
十
歳
代
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
五
千
円
で
す
．

　
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
、
千
九
百

八
十
一
人
の
か
た
に
は
、
県
か
ら
「
祝

菓
」
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
「
市
長
の
名
入
手
拭
」

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
九

十
歳
に
な
ら
れ
る
六
十
七
人
の
か
た

に
は
、
県
か
ら
「
座
布
団
」
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
祝
金
品
の
受
給
該
当
者
に

は
、
敬
老
の
目
に
民
生
委
員
が
直
接

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
十
月
十
二
日
囲
に
、
第
十
四
回
十

日
町
市
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
．
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　　粛お　　　　　　　　　　　菊　　　　　　　　黍　　　　　ま，う

》長寿の
おふたり

　柳フサさん（高島第1）　i　藤田タケさん（新保）
　　明治14年11月4日生　　　　i　　　明治14年11月7日生

　市内最高年齢者¢）柳フサさん。カゼひ≡　タケさんは、若い頃心臓を悪くされた

とつひくことなく健康そσ）ものですとの　1そうですが・その後これとい一・た病気は

こと。その秘決は・好ききらいなく何で　iしていません・

も食べること・固いもび）も苦にしません・i　現在、お子さんが3人・孫3人・ひ孫

好物のブドウ酒も長生きグ）もとかもしれ　i1人が健在で・ひ孫グ）誠ちゃんと遊んだ

ません。　　　　　　　　　　　　　i　l）、家の中でのんびりしている毎日です

昼問は・靴？奪してからたを動かし・i実家帳剤家系だとのこと・

ゆっくりとひらすみします．　　　　　i　自分び）身び）まわりのことは、きちんと

　　　　　　　　　　　　　　　　　自分でゃっています。

老
人
福
祉
相
談
員
が
う
か
が
い
ま
す

　
　
　
市
内
に
は
百
四
人
の
寝
た
き
り
老
人
と
、

　
　
百
十
六
人
の
一
人
ぐ
ら
し
の
お
と
し
よ
り

す
．
が
い
ま
す
。

ま
　
　
市
で
は
、
そ
れ
ら
の
お
と
し
よ
り
が
安

蕊
ら
か
な
生
活
が
送
れ
る
う
老
人
建

や
…
相
談
員
（
一
人
）
を
置
い
て
い
ま
す
。

で
…

分
…
◎
血
圧
に
は
瓠
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
よ

雛
　ノ
　／

i　老人福祉相談員の仕事　　i
i　主に寝たきり老人世帯や1人暮らし老人世帯l
iを訪間し』生活に関する相談や健康相讃に応じi

i必要な指導助君をします。また、老人クラブ単i

i位に老天健康教育の指導会を行い・老人福祉のl

i増進に寄与しています。　　　　　　　　　　1

弓rベッドの方がいいのでは』r明日歯医者に行かん
　だども何を着ていこうかの』……話がはずみ馨す

誘
纂
㍍

健
康
で
長
生
き
を
〃
蘇
臥
福
關
舗
）

　
寝
た
き
り
老
人
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
自
分
の

健
康
を
過
信
し
な
い
で
、
年
一
回
は
必
ず
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
病
人
に
回
復
の
意
欲
を

お
こ
さ
せ
る
よ
う
に
、

　
退
院
後
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
機
能
回
復

訓
練
）
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
屋
な
ど
に
手

す
り
を
つ
け
た
り
し
て
．
少
し
で
も
動
け
る
よ
う

工
夫
し
、
家
族
で
協
力
し
て
寝
た
き
り
老
人
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ケ
。

とおガ彦3（3）

饗撫了翻
ヒニ7）て前売券を発売してい気すので、

多数のノノ々のおいでをお待ちしてい主す、

　日時　10月6日（：b午後6時’i～～9時

　場所　市民体育館

　出演者　なー）メロ愛好会

　前売券　5廷）0円（当060011D

　前売券発売所　都屋時計1、誓、ダィセ商

　1、ll、月見屋、朝日堂時計店、公民館本

　館及び各士也区館、　市内各祐弊止団体

…
《
3
を

敬老の日にr福祉電話」を

電々公社では、ひと1）暮らしび）お年寄

りや、目や耳4）ご不自由なかたび）たy）に

ー）きノ）Lうな「「福祉電話」を用意して

い芸す。

◎シルバーホンあんしん

（1）赤ボタンを押すと緊急連絡ができす。

　（2）緑ボタンを押すと身近なかたへ自動

ゲイヤルに使えます。

◎シルバーホンめいりょう

　耳のご不自由なかたや、もう少し大き

い爵で電話び）声を聞きたいかたに便利な

電話です。

◎シルバーベル

　普通び）電話グ）ベルでは聞きとりにくい

が、低い音（低周波）なら聞こえるとい

うかたに便利です。

◎フラッシュベル

　電話のベルが聞きと1）にくいかたや、

L場など騒音の激しい場所でご利用にな

ると便利です。電話のかか一・てきたこと

を、ランプの点滅でお知らせします。

◎盲人用ダイヤル盤

　目び）ご不自由なかたでも、容易にダイ

ヤルをまわすことができます。

　詳細については、f一日町電報電話局加

人係（雪2－2600番無料）主でお問い合才）せ

ください。

1灘驚灘響1
藩藩㍑＿保育i
所としては初めて鉄筋2階建の建物とな

1）主す。開所後は、水沢地区σ）幼児130

名を収容する予定です．



℃
℃
へ
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卜o栽培過疎の歯止めに山ウ

卵ケ沢農産組合
　
、
山
ウ
ド
を
共
同
栽
培
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
し
上
う
」
と

宇
田
ヶ
沢
農
産
組
合
で
は
、
春
か
ら
山
ウ
ド
の
栽
培
を
は
じ
め
て
い
ま
す
．

　
宇
田
ケ
沢
は
現
在
レ
ニ
戸
で
す
、
一
番
多
い
時
は
十
九
戸
あ
り
ま
し
た
．

ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
部
落
の
、
。
．
分
の
一
も
へ
っ
て
し
ま
っ
た
過
疎
の
村
で
す
。

げ
．
、
も
、
山
の
中
に
は
山
の
中
の
よ
さ
が
あ
り
、
自
然
の
恵
み
を
最
大
限
に
生

か
し
た
個
性
的
な
村
づ
く
り
が
で
き
な
い
も
の
か
と
今
年
の
五
月
か
ら
活
動

を
開
始
し
た
の
で
す
．
そ
れ
以
来
、
卜
五
ア
ー
ル
の
山
菜
畑
’
、
」
、
山
ウ
ド
の

根
取
り
、
植
え
つ
け
、
施
肥
、
草
な
ぎ
と
共
同
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
共
同
作
業
を
と
お
し
て
、
村
の
む
つ
み
あ
い
を
は
か
り
、
子
供
た
ち
や
若

者
が
住
み
つ
ぎ
た
！
、
な
る
よ
う
な
活
力
を
村
の
中
に
生
み
だ
し
て
ゆ
き
た
い

と
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
八
月
．
、
、
十
一
日
の
夜
、
十
二
戸
全
員
が
参
加
し
て
、
今
年
何
回
目
か
の
会

合
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
や
風
土
に
根
ざ
し
た
個
性
的
な
村
づ
く
り
を
進
め

よ
う
と
、
熱
心
に
話
し
あ
わ
れ
て
い
る
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
す
。

嚢

水
落
留
吉
（
ク
ラ
ブ
長
）
　
八
月
二

十
ゴ
．
日
に
ウ
ド
の
根
づ
き
具
合
や
本

数
の
調
査
を
し
て
中
間
の
と
り
ま
と

め
を
し
ま
し
た
の
で
そ
の
報
告
や
ら

今
後
の
進
め
方
を
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ウ
ド
の
活
着
状
況
で
は
、
根
づ
い

た
株
が
百
七
十
五
本
で
、
根
づ
き
具

合
は
あ
ん
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
株
か
ら
五
本
も
六
本
も
芽

が
で
て
い
る
の
も
あ
っ
て
希
望
の
も

て
る
結
果
が
で
て
い
る
よ
う
で
す
．

桜
井
勇
　
芽
が
出
な
か
っ
た
株
は
、

も
う
根
が
腐
っ
て
ら
ん
だ
ろ
う
か
。

水
落
一
一
　
こ
や
し
を
や
る
時
に
、

こ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う
の
を
こ
い

で
み
た
ら
腐
っ
て
い
た
．
小
根
の
な

い
の
は
駄
目
の
よ
＾
・
だ
。

水
落
昭
夫
　
あ
ん
ま
り
よ
く
ば
っ
て

で
っ
け
株
を
と
ら
な
く
と
も
根
の
シ

ッ
カ
リ
し
た
の
を
取
れ
ば
良
い
と
い

う
こ
と
だ
の
。
植
物
は
根
が
一
番
だ
。

鏑
禦
灘
一

水
落
泉
　
植
え
つ
け
た
頃
は
、
あ
ら

い
よ
う
だ
っ
た
が
、
も
う
す
こ
し
細

か
く
植
え
な
く
て
も
い
い
の
か
。

桜
井
勇
　
今
年
は
正
方
形
植
え
ば
か

り
し
て
み
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
植
え

方
を
し
て
み
れ
ば
良
か
っ
た
。
並
木

植
え
み
た
い
に
し
た
ほ
う
が
能
率
も

良
い
し
管
理
も
し
や
す
い
の
で
は
。

水
落
昭
夫
　
枯
れ
た
株
の
補
植
は
ど

う
す
る
の
。

水
落
泉
－
春
じ
ゃ
な
く
て
、
秋
に
植

え
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
。

水
落
留
吉
　
そ
ら
大
丈
夫
な
よ
う
だ
。

水
落
紋
平
　
補
植
は
稲
刈
り
あ
げ
く

の
十
月
の
日
曜
日
に
し
た
ら
ど
う
か
。

水
落
昭
夫
　
春
植
え
た
の
が
半
分
ぐ

ら
い
し
か
つ
い
て
ね
ん
だ
ん
が
、
二

百
本
ぐ
ら
い
一
日
か
け
て
取
っ
た
り

植
え
た
り
し
た
ら
ど
う
か
。

水
落
留
吉
　
な
ぎ
は
ら
い
の
件
は
．

水
落
文
一
　
九
月
の
末
頃
、
茶
前
に

皆
ん
な
で
一
時
問
ぐ
ら
い
お
．
こ
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
。

水
落
泉
　
今
後
の
課
題
は
、
販
路
を

ど
う
開
拓
す
る
か
が
問
題
だ
の
．

水
落
留
吉
　
販
路
を
ど
こ
に
見
つ
け

る
か
が
、
こ
の
共
同
作
業
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
だ
。
作
る
の
は
皆
ん
な
で
せ

っ
こ
だ
せ
ば
な
ん
と
か
な
る
ど
も
そ

れ
か
ら
先
が
大
変
だ
．

桜
井
勇
　
来
年
は
ま
だ
出
荷
は
駄
目

だ
か
ら
早
く
と
も
さ
来
年
か
．

水
落
清
次
郎
　
出
荷
の
時
期
は
、
人

よ
り
早
く
出
荷
す
る
か
、
終
り
初
も

ん
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

水
落
留
吉
　
製
品
は
、
山
の
自
然
の

ウ
ド
と
味
も
風
味
も
変
わ
ら
な
い
よ

う
な
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
山
に
あ
る
の
と

同
じ
肥
料
の
配
合
の
研
究
も
必
要
だ
。

水
落
鰯
一
　
雪
の
下
か
ら
出
た
も
の

は
ア
ク
が
也
遅
う
か
ら
、
こ
の
風
味
を

な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
。

水
落
富
夫
　
中
国
か
ら
き
た
ゼ
ン
マ

イ
は
、
ゼ
ン
マ
イ
だ
て
だ
け
で
、
と

っ
て
も
味
が
な
く
て
食
べ
ら
ん
な
い
．

燕

水
落
留
吉
　
今
年
は
、
男
衆
が
中
心

に
な
っ
て
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、

村
屯
、
家
族
そ
ろ
っ
て
と
い
う
こ
と

で
婦
人
た
ち
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
熱
が
入
る
の
で
は
な
い
か
。

桜
井
寅
一
　
女
衆
か
ら
も
出
て
・
も
ら

っ
て
お
互
い
に
協
力
し
て
や
っ
て
い

っ
た
ら
良
い
．
成
果
を
み
て
か
ら
手

を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
も
考
え
て
も
い
い
。

水
落
留
吉
　
こ
の
農
産
組
合
と
し
て

は
ま
だ
規
約
も
な
い
の
で
、
そ
の
検

討
や
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
も
沢
山

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
た
び
た
び

集
ま
っ
て
研
究
し
て
ゆ
き
た
い
。
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殖
淋
蒲
講
木
聾
衣
窓
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
申
請
受
賛

　
植
林
用
の
苗
木
注
文
と
補
助
申
請

を
受
付
て
い
ま
す
。
今
年
秋
に
植
林

す
る
人
は
、
つ
ぎ
に
よ
っ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
五
十
四
年
九
月
三
十
日

苗
場
山
麓
開
発

畑
作
モ
デ
ル
試
験
地
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
機
械
掘
り

申
込
先
　
市
内
大
黒
沢
、
森
林
組
合

事
務
所

補
助
対
象
内
容

●
】
ヵ
所
十
ア
ー
ル
以
上
（
水
田
造

林
は
五
ア
ー
－
ル
以
上
）

●
．
．
．
ト
ア
ー
ル
以
上
は
高
率
補
助

●
植
え
付
け
本
数
は
、
十
ア
ー
ル
あ

た
り
桐
は
二
卜
本
以
上
、
杉
そ
の
他

は
二
百
本
以
上

●
農
用
地
区
域
（
苗
場
山
麓
開
発
予

定
地
を
含
む
）
以
外
の
山
林
原
野
に

植
林
す
る
．

　
そ
の
他
、
不
明
の
点
は
、
卜
日
町

森
林
組
合
（
2
八
－
三
一
］
五
番

㈲
四
六
一
二
六
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
苗
場
山
麓
に
ひ
ろ
が
る
未
利
用
地

を
国
営
事
業
で
開
発
し
、
畑
作
団
地

を
作
ろ
う
と
計
画
し
て
い
る
苗
場
山

麓
開
発
の
モ
デ
ル
試
験
地
が
珠
川
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
試
験
地
は
、
五
十

二
年
か
ら
市
と
農
協
、
普
及
所
が
協

力
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ

こ
で
の
試
験
は
、
開
こ
ん
さ
れ
た
地

力
の
な
い
土
地
を
安
い
経
費
で
い
か

に
し
て
地
力
作
り
を
す
る
か
、
そ
し
て

そ
こ
に
ど
ん
な
作
物
が
作
り
や
す
く

採
算
が
合
う
か
な
ど
で
す
。

　
作
物
の
栽
培
は
、
一
般
の
農
家
か

ら
、
個
々
の
農
業
経
営
の
中
に
含
め

ー
、
実
、
施
し
て
も
ら
い
、
そ
の
成
育
状

況
な
ど
を
調
べ
た
り
、
消
力
化
を
め

き
し
て
、
機
械
の
導
人
も
し
て
い
t
す

　
米
の
味
は
、
①
産
地
、
②
晶
種
、

③
肥
料
、
④
刈
取
時
期
、
⑤
乾
燥
調

整
、
⑥
と
う
精
、
⑦
炊
飯
の
良
し
悪

し
、
適
期
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
き

ま
す
。
新
潟
県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

か
宮
城
県
産
の
サ
サ
ニ
シ
キ
な
ど
は

お
い
し
い
米
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い

ま
す
が
こ
れ
は
産
地
と
品
種
を
表
わ

し
て
い
る
も
の
で
す
。

癖
嘉
宅
児
這
そ
ラ
響

官
民
馳
体
で

　
米
の
消
費
拡
大
を

　
米
は
、
日
本
の
風
土
、
気
候
に
最

も
適
し
た
作
物
で
、
特
に
郷
土
、
妻

有
郷
で
僑
濃
川
の
清
流
に
育
て
ら
れ

た
公
害
の
な
い
米
は
、
ま
さ
に
日
本

一
、
・
世
界
一
と
言
っ
て
も
過
書
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　
米
は
、
ま
た
長
寿
国
日
本
を
支
え

て
も
い
ま
す
。
栄
養
が
い
い
と
い
う

こ
と
は
、
た
ん
白
質
と
炭
水
化
物
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
と
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
日
本
人
は
、
米
を
中
心
と
し

た
食
生
活
を
し
て
い
る
た
め
適
量
の

カ
・
リ
ー
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
理
想
的
で
す
。
日
本
は
世
界
一
の

長
寿
国
…
…
い
ま
世
界
の
人
が
米
の

良
さ
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

新
潟
ケ
ン
ベ
イ

魚
沼
支
店
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学
校
給
食
で
は
ご
は
ん
大
歓
迎
で

す
．
新
潟
県
で
完
全
給
食
実
施
校
の

う
ち
、
米
を
給
食
に
と
り
入
れ
て
い

る
学
校
が
最
近
大
半
に
達
し
、
児
童

生
徒
に
大
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
、
世

界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
、
そ
の
風
土

に
適
し
た
穀
物
を
主
食
に
し
て
お
り
、

日
本
で
は
、
国
民
の
大
多
数
が
米
を

主
食
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
私
た
ち
の

祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
米
の
味
を
も

う
一
度
か
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。

よ
い
米
と
は

　
よ
い
米
の
見
分
け
方
　
●
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
粒
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と

●
色
が
白
く
均
一
で
透
明
で
あ
る
こ

　　在宅心身障害児
　　保護者指導講座・療育教室
　中越児童相談所では、在宅心身障害児の

保護者を対象に、家庭での療育上の適切な

知識と技術の習得を目的とした保護者指導

講座と療育教室を実施します。

　◎日時　10月9日図午前10時30分より

　◎会場　十日町市民会館4階

　◎対象　原則として、在宅で就学前の重

　度身体障害児、重・中度の精神薄弱児、

　重症心身障害児とその保護者

　◎申し込み　9月20目までに市社会福祉

　事務所保護係まで（奮7－3111番内線214）

　受講中、子供の看護者にお困りのかたは、

職員がお世話します。

　◎内容

療育教室
子供と遊べる親にな7）う
（親子関係を作り、子どもび）
成長を助ける親と子σ）遊び）

ま二ころ養護学校

教頭
桜井敬…郎

心身障害児福
祉対策グ）現状

癌祉対策グ）現状と展望
中越児童相談所
業務課長

塩見義彦

障害児の治療 親子関係と治療
小出病院精神科
医　師

本田建一

映　　　　画 心の扉を開く
久里浜養護学校

　制　作

座　　談　　会 講師か助言者となる

　
と
　
●
力
の
と
れ
具
合
、
磨
き
の
程

　
度
が
よ
い
こ
と
　
●
砕
け
た
米
や
、

　
白
墨
（
乳
白
）
の
よ
う
に
見
え
る
米

　
の
ま
じ
り
具
合
が
少
い
こ
と

　
　
米
に
対
す
る
四
つ
の
譲
解

　
一
、
米
を
食
べ
る
と
太
り
過
ぎ
る

　
二
、
米
を
食
べ
る
と
高
ぬ
圧
に
な
る

　
三
、
米
を
食
べ
る
と
頭
が
悪
く
な
る

　
四
、
米
を
食
べ
る
と
脚
気
に
な
る

　
な
ど
、
よ
く
雷
わ
れ
て
、
や
や
も
す

　
る
と
米
は
健
康
の
悪
者
と
さ
れ
た
偏

　
見
も
あ
り
ま
す
が
、
何
一
つ
根
拠
は

　
あ
り
ま
ぜ
ん
。
悪
い
の
は
、
動
物
性

　
た
ん
白
質
や
脂
質
の
摂
取
不
足
、
塩
、

　
分
の
と
り
過
ぎ
な
ど
で
米
を
中
心
と

　
す
る
取
り
合
せ
の
不
十
分
さ
に
あ
っ

　
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
経
済
的
、
栄
養

　
価
の
高
い
お
い
し
い
米
と
、
身
体
に
’

　
一
番
大
切
な
ビ
タ
ミ
ン
恥
の
宝
庫
と
肥

　
い
わ
れ
る
胚
芽
精
米
を
ぜ
ひ
賞
味
い

　
た
だ
い
て
、
毎
貝
健
康
で
明
る
い
生
・

　
活
を
過
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
米
，

　
の
消
費
拡
大
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

過　　　　　　昏

　　　ミニ雇用促進展開催
　心身障’，1渚雇用促進月間行事の一環として、十

日町公共職業安定所では、“ミニ雇用促進展”を開

催します．

　日時　9月27日

　場所　第四銀行十日町支店前で福祉施設児童グ）

　　作品展示即売（すだれ、わらな才）、野菜など）

　　をいたします。、
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卜o栽培過疎の歯止めに山ウ

卵ケ沢農産組合
　
、
山
ウ
ド
を
共
同
栽
培
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
し
上
う
」
と

宇
田
ヶ
沢
農
産
組
合
で
は
、
春
か
ら
山
ウ
ド
の
栽
培
を
は
じ
め
て
い
ま
す
．

　
宇
田
ケ
沢
は
現
在
レ
ニ
戸
で
す
、
一
番
多
い
時
は
十
九
戸
あ
り
ま
し
た
．

ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
部
落
の
、
。
．
分
の
一
も
へ
っ
て
し
ま
っ
た
過
疎
の
村
で
す
。

げ
．
、
も
、
山
の
中
に
は
山
の
中
の
よ
さ
が
あ
り
、
自
然
の
恵
み
を
最
大
限
に
生

か
し
た
個
性
的
な
村
づ
く
り
が
で
き
な
い
も
の
か
と
今
年
の
五
月
か
ら
活
動

を
開
始
し
た
の
で
す
．
そ
れ
以
来
、
卜
五
ア
ー
ル
の
山
菜
畑
’
、
」
、
山
ウ
ド
の

根
取
り
、
植
え
つ
け
、
施
肥
、
草
な
ぎ
と
共
同
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
共
同
作
業
を
と
お
し
て
、
村
の
む
つ
み
あ
い
を
は
か
り
、
子
供
た
ち
や
若

者
が
住
み
つ
ぎ
た
！
、
な
る
よ
う
な
活
力
を
村
の
中
に
生
み
だ
し
て
ゆ
き
た
い

と
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
八
月
．
、
、
十
一
日
の
夜
、
十
二
戸
全
員
が
参
加
し
て
、
今
年
何
回
目
か
の
会

合
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
や
風
土
に
根
ざ
し
た
個
性
的
な
村
づ
く
り
を
進
め

よ
う
と
、
熱
心
に
話
し
あ
わ
れ
て
い
る
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
す
。

嚢

水
落
留
吉
（
ク
ラ
ブ
長
）
　
八
月
二

十
ゴ
．
日
に
ウ
ド
の
根
づ
き
具
合
や
本

数
の
調
査
を
し
て
中
間
の
と
り
ま
と

め
を
し
ま
し
た
の
で
そ
の
報
告
や
ら

今
後
の
進
め
方
を
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ウ
ド
の
活
着
状
況
で
は
、
根
づ
い

た
株
が
百
七
十
五
本
で
、
根
づ
き
具

合
は
あ
ん
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
株
か
ら
五
本
も
六
本
も
芽

が
で
て
い
る
の
も
あ
っ
て
希
望
の
も

て
る
結
果
が
で
て
い
る
よ
う
で
す
．

桜
井
勇
　
芽
が
出
な
か
っ
た
株
は
、

も
う
根
が
腐
っ
て
ら
ん
だ
ろ
う
か
。

水
落
一
一
　
こ
や
し
を
や
る
時
に
、

こ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う
の
を
こ
い

で
み
た
ら
腐
っ
て
い
た
．
小
根
の
な

い
の
は
駄
目
の
よ
＾
・
だ
。

水
落
昭
夫
　
あ
ん
ま
り
よ
く
ば
っ
て

で
っ
け
株
を
と
ら
な
く
と
も
根
の
シ

ッ
カ
リ
し
た
の
を
取
れ
ば
良
い
と
い

う
こ
と
だ
の
。
植
物
は
根
が
一
番
だ
。

鏑
禦
灘
一

水
落
泉
　
植
え
つ
け
た
頃
は
、
あ
ら

い
よ
う
だ
っ
た
が
、
も
う
す
こ
し
細

か
く
植
え
な
く
て
も
い
い
の
か
。

桜
井
勇
　
今
年
は
正
方
形
植
え
ば
か

り
し
て
み
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
植
え

方
を
し
て
み
れ
ば
良
か
っ
た
。
並
木

植
え
み
た
い
に
し
た
ほ
う
が
能
率
も

良
い
し
管
理
も
し
や
す
い
の
で
は
。

水
落
昭
夫
　
枯
れ
た
株
の
補
植
は
ど

う
す
る
の
。

水
落
泉
－
春
じ
ゃ
な
く
て
、
秋
に
植

え
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
。

水
落
留
吉
　
そ
ら
大
丈
夫
な
よ
う
だ
。

水
落
紋
平
　
補
植
は
稲
刈
り
あ
げ
く

の
十
月
の
日
曜
日
に
し
た
ら
ど
う
か
。

水
落
昭
夫
　
春
植
え
た
の
が
半
分
ぐ

ら
い
し
か
つ
い
て
ね
ん
だ
ん
が
、
二

百
本
ぐ
ら
い
一
日
か
け
て
取
っ
た
り

植
え
た
り
し
た
ら
ど
う
か
。

水
落
留
吉
　
な
ぎ
は
ら
い
の
件
は
．

水
落
文
一
　
九
月
の
末
頃
、
茶
前
に

皆
ん
な
で
一
時
問
ぐ
ら
い
お
．
こ
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
。

水
落
泉
　
今
後
の
課
題
は
、
販
路
を

ど
う
開
拓
す
る
か
が
問
題
だ
の
．

水
落
留
吉
　
販
路
を
ど
こ
に
見
つ
け

る
か
が
、
こ
の
共
同
作
業
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
だ
。
作
る
の
は
皆
ん
な
で
せ

っ
こ
だ
せ
ば
な
ん
と
か
な
る
ど
も
そ

れ
か
ら
先
が
大
変
だ
．

桜
井
勇
　
来
年
は
ま
だ
出
荷
は
駄
目

だ
か
ら
早
く
と
も
さ
来
年
か
．

水
落
清
次
郎
　
出
荷
の
時
期
は
、
人

よ
り
早
く
出
荷
す
る
か
、
終
り
初
も

ん
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

水
落
留
吉
　
製
品
は
、
山
の
自
然
の

ウ
ド
と
味
も
風
味
も
変
わ
ら
な
い
よ

う
な
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
山
に
あ
る
の
と

同
じ
肥
料
の
配
合
の
研
究
も
必
要
だ
。

水
落
鰯
一
　
雪
の
下
か
ら
出
た
も
の

は
ア
ク
が
也
遅
う
か
ら
、
こ
の
風
味
を

な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
。

水
落
富
夫
　
中
国
か
ら
き
た
ゼ
ン
マ

イ
は
、
ゼ
ン
マ
イ
だ
て
だ
け
で
、
と

っ
て
も
味
が
な
く
て
食
べ
ら
ん
な
い
．

燕

水
落
留
吉
　
今
年
は
、
男
衆
が
中
心

に
な
っ
て
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、

村
屯
、
家
族
そ
ろ
っ
て
と
い
う
こ
と

で
婦
人
た
ち
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
熱
が
入
る
の
で
は
な
い
か
。

桜
井
寅
一
　
女
衆
か
ら
も
出
て
・
も
ら

っ
て
お
互
い
に
協
力
し
て
や
っ
て
い

っ
た
ら
良
い
．
成
果
を
み
て
か
ら
手

を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
も
考
え
て
も
い
い
。

水
落
留
吉
　
こ
の
農
産
組
合
と
し
て

は
ま
だ
規
約
も
な
い
の
で
、
そ
の
検

討
や
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
も
沢
山

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
た
び
た
び

集
ま
っ
て
研
究
し
て
ゆ
き
た
い
。
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殖
淋
蒲
講
木
聾
衣
窓
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
申
請
受
賛

　
植
林
用
の
苗
木
注
文
と
補
助
申
請

を
受
付
て
い
ま
す
。
今
年
秋
に
植
林

す
る
人
は
、
つ
ぎ
に
よ
っ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
五
十
四
年
九
月
三
十
日

苗
場
山
麓
開
発

畑
作
モ
デ
ル
試
験
地
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
機
械
掘
り

申
込
先
　
市
内
大
黒
沢
、
森
林
組
合

事
務
所

補
助
対
象
内
容

●
】
ヵ
所
十
ア
ー
ル
以
上
（
水
田
造

林
は
五
ア
ー
－
ル
以
上
）

●
．
．
．
ト
ア
ー
ル
以
上
は
高
率
補
助

●
植
え
付
け
本
数
は
、
十
ア
ー
ル
あ

た
り
桐
は
二
卜
本
以
上
、
杉
そ
の
他

は
二
百
本
以
上

●
農
用
地
区
域
（
苗
場
山
麓
開
発
予

定
地
を
含
む
）
以
外
の
山
林
原
野
に

植
林
す
る
．

　
そ
の
他
、
不
明
の
点
は
、
卜
日
町

森
林
組
合
（
2
八
－
三
一
］
五
番

㈲
四
六
一
二
六
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
苗
場
山
麓
に
ひ
ろ
が
る
未
利
用
地

を
国
営
事
業
で
開
発
し
、
畑
作
団
地

を
作
ろ
う
と
計
画
し
て
い
る
苗
場
山

麓
開
発
の
モ
デ
ル
試
験
地
が
珠
川
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
試
験
地
は
、
五
十

二
年
か
ら
市
と
農
協
、
普
及
所
が
協

力
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ

こ
で
の
試
験
は
、
開
こ
ん
さ
れ
た
地

力
の
な
い
土
地
を
安
い
経
費
で
い
か

に
し
て
地
力
作
り
を
す
る
か
、
そ
し
て

そ
こ
に
ど
ん
な
作
物
が
作
り
や
す
く

採
算
が
合
う
か
な
ど
で
す
。

　
作
物
の
栽
培
は
、
一
般
の
農
家
か

ら
、
個
々
の
農
業
経
営
の
中
に
含
め

ー
、
実
、
施
し
て
も
ら
い
、
そ
の
成
育
状

況
な
ど
を
調
べ
た
り
、
消
力
化
を
め

き
し
て
、
機
械
の
導
人
も
し
て
い
t
す

　
米
の
味
は
、
①
産
地
、
②
晶
種
、

③
肥
料
、
④
刈
取
時
期
、
⑤
乾
燥
調

整
、
⑥
と
う
精
、
⑦
炊
飯
の
良
し
悪

し
、
適
期
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
き

ま
す
。
新
潟
県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

か
宮
城
県
産
の
サ
サ
ニ
シ
キ
な
ど
は

お
い
し
い
米
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い

ま
す
が
こ
れ
は
産
地
と
品
種
を
表
わ

し
て
い
る
も
の
で
す
。

癖
嘉
宅
児
這
そ
ラ
響

官
民
馳
体
で

　
米
の
消
費
拡
大
を

　
米
は
、
日
本
の
風
土
、
気
候
に
最

も
適
し
た
作
物
で
、
特
に
郷
土
、
妻

有
郷
で
僑
濃
川
の
清
流
に
育
て
ら
れ

た
公
害
の
な
い
米
は
、
ま
さ
に
日
本

一
、
・
世
界
一
と
言
っ
て
も
過
書
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　
米
は
、
ま
た
長
寿
国
日
本
を
支
え

て
も
い
ま
す
。
栄
養
が
い
い
と
い
う

こ
と
は
、
た
ん
白
質
と
炭
水
化
物
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
と
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
日
本
人
は
、
米
を
中
心
と
し

た
食
生
活
を
し
て
い
る
た
め
適
量
の

カ
・
リ
ー
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
理
想
的
で
す
。
日
本
は
世
界
一
の

長
寿
国
…
…
い
ま
世
界
の
人
が
米
の

良
さ
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

新
潟
ケ
ン
ベ
イ

魚
沼
支
店

（5

　
学
校
給
食
で
は
ご
は
ん
大
歓
迎
で

す
．
新
潟
県
で
完
全
給
食
実
施
校
の

う
ち
、
米
を
給
食
に
と
り
入
れ
て
い

る
学
校
が
最
近
大
半
に
達
し
、
児
童

生
徒
に
大
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
、
世

界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
、
そ
の
風
土

に
適
し
た
穀
物
を
主
食
に
し
て
お
り
、

日
本
で
は
、
国
民
の
大
多
数
が
米
を

主
食
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
私
た
ち
の

祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
米
の
味
を
も

う
一
度
か
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。

よ
い
米
と
は

　
よ
い
米
の
見
分
け
方
　
●
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
粒
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と

●
色
が
白
く
均
一
で
透
明
で
あ
る
こ

　　在宅心身障害児
　　保護者指導講座・療育教室
　中越児童相談所では、在宅心身障害児の

保護者を対象に、家庭での療育上の適切な

知識と技術の習得を目的とした保護者指導

講座と療育教室を実施します。

　◎日時　10月9日図午前10時30分より

　◎会場　十日町市民会館4階

　◎対象　原則として、在宅で就学前の重

　度身体障害児、重・中度の精神薄弱児、

　重症心身障害児とその保護者

　◎申し込み　9月20目までに市社会福祉

　事務所保護係まで（奮7－3111番内線214）

　受講中、子供の看護者にお困りのかたは、

職員がお世話します。

　◎内容

療育教室
子供と遊べる親にな7）う
（親子関係を作り、子どもび）
成長を助ける親と子σ）遊び）

ま二ころ養護学校

教頭
桜井敬…郎

心身障害児福
祉対策グ）現状

癌祉対策グ）現状と展望
中越児童相談所
業務課長

塩見義彦

障害児の治療 親子関係と治療
小出病院精神科
医　師

本田建一

映　　　　画 心の扉を開く
久里浜養護学校

　制　作

座　　談　　会 講師か助言者となる

　
と
　
●
力
の
と
れ
具
合
、
磨
き
の
程

　
度
が
よ
い
こ
と
　
●
砕
け
た
米
や
、

　
白
墨
（
乳
白
）
の
よ
う
に
見
え
る
米

　
の
ま
じ
り
具
合
が
少
い
こ
と

　
　
米
に
対
す
る
四
つ
の
譲
解

　
一
、
米
を
食
べ
る
と
太
り
過
ぎ
る

　
二
、
米
を
食
べ
る
と
高
ぬ
圧
に
な
る

　
三
、
米
を
食
べ
る
と
頭
が
悪
く
な
る

　
四
、
米
を
食
べ
る
と
脚
気
に
な
る

　
な
ど
、
よ
く
雷
わ
れ
て
、
や
や
も
す

　
る
と
米
は
健
康
の
悪
者
と
さ
れ
た
偏

　
見
も
あ
り
ま
す
が
、
何
一
つ
根
拠
は

　
あ
り
ま
ぜ
ん
。
悪
い
の
は
、
動
物
性

　
た
ん
白
質
や
脂
質
の
摂
取
不
足
、
塩
、

　
分
の
と
り
過
ぎ
な
ど
で
米
を
中
心
と

　
す
る
取
り
合
せ
の
不
十
分
さ
に
あ
っ

　
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
経
済
的
、
栄
養

　
価
の
高
い
お
い
し
い
米
と
、
身
体
に
’

　
一
番
大
切
な
ビ
タ
ミ
ン
恥
の
宝
庫
と
肥

　
い
わ
れ
る
胚
芽
精
米
を
ぜ
ひ
賞
味
い

　
た
だ
い
て
、
毎
貝
健
康
で
明
る
い
生
・

　
活
を
過
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
米
，

　
の
消
費
拡
大
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

過　　　　　　昏

　　　ミニ雇用促進展開催
　心身障’，1渚雇用促進月間行事の一環として、十

日町公共職業安定所では、“ミニ雇用促進展”を開

催します．

　日時　9月27日

　場所　第四銀行十日町支店前で福祉施設児童グ）

　　作品展示即売（すだれ、わらな才）、野菜など）

　　をいたします。、
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ゆずりあい…≡越後路はゆたかさゆとり

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
九
月
二
十
幽
日
～
三
十
日

　
　
◎
子
供
と
老
入
の
交
通
事
故
防
止

　
　
◎
自
転
車
・
原
付
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
　
◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

ノ

無

集
会
場
建
設
に
補
助
を

　
　
　
　
i
四
日
町
第
二
－

　
地
域
の
集
会
場
を
建
設
し
た
い
が

市
の
補
助
制
度
は
あ
る
か
．
今
年
度

か
ら
で
も
適
用
に
な
る
の
か
。

　
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
は
、
諸
里
市
政
の
目
玉
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
、
補
助
制
度
、

融
資
制
度
は
、
内
部
で
検
討
中
で
来

年
度
か
ら
新
設
し
た
い
。
今
年
度
建

設
の
も
の
は
対
象
外
．
今
後
は
、
当

分
企
画
財
政
課
を
窓
口
に
ー

就
業
構
造
基
本
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
理
府
統
計
局
で
は
、
斗
月
一
日

現
在
イ
、
、
第
九
回
目
の
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
　
こ
の
調
査
は
、

政
府
の
雇
用
、
失
業
対
策
を
は
じ
め
、

各
種
の
行
政
施
策
な
と
の
基
礎
資
料

を
作
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
当
市
で
は
、
つ
ぎ
の
地
区
に
後

日
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

調
査
対
象
地
区

　
田
川
町
二
の
一
部
（
宮
沢
竹
利
）

宮
ド
町
西
（
湯
沢
澄
子
）
吉
田
山
谷

の
一
部
（
柳
守
一
）
四
目
町
新
田
四
、

南
新
田
町
（
丸
山
富
士
郎
）
新
座
四

の
一
部
（
越
井
武
男
）
上
原
（
大
熊

正
、
、
一
）
岩
野
（
水
落
昭
夫
）
池
谷
、

入
山
（
山
本
徳
政
）
新
水
（
池
田
伊

勢
松
）
山
新
田
、
小
貫
（
庭
野
友
治
）

ニ
ツ
屋
（
俵
山
正
亥
）

》q蒔孟訟曲
　　　　シリーズ照6

関東大地震
大正12年9月1日

大
正
十
二
年
九
月
』
日
の
午
前
十

一
時
五
十
八
分
に
グ
ラ
ゲ
ラ
と
き
ま

し
て
ね
、
か
な
り
大
き
な
地
震
－
．
・
、

家
の
前
の
池
の
水
が
ジ
ャ
ボ
ン
ジ
ャ

ボ
ン
と
道
に
と
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
い
う
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
ど
の
く

ら
い
だ
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

そ
の
後
、
あ
の
く
ら
い
の
大
き
い
地

震
は
あ
っ
た
二
と
が
な
い
で
す
ね
．

　
そ
の
目
に
は
特
に
対
策
は
な
か
っ
た

　
衷
京
の
惨
状
は

　
　
全
く
言
葉
が
紀
之
て

　
　
　
　
柿
」
層
ま
す
と
旨
」

　
　
　
　
避
難
四
郷
せ
る
湖
9
凶
氏
の
議

野
那
欝
鉦
攣
る
サ
罪
奮
斯
舌
そ
セ
詳
で

難
難
繋
薄
熱
辮
岬
｝
響

昌
む
響
、
愛
鷺
勾
舟
鴛
磐
る
ば
か
軌
義
で
も
ノ

　
・
毫
＝
‘
窒
、
』
　
　
　
皿
　
マ

灘
継
鷲
繍
籔
ヤ
饗
穿
に

て
學
藻
く
　
　
　
7
認
裏
へ
て
擬
勇
め
｝

誉
黛
縢
史
書
．
拶
た
が
駕
に
略
て
、
準
七
協
も
－

一
野
鑑
＋
面
条
撃
参
任
に
孕
穐
釣
ぴ
躯

急
働
識
善
　
㎝
ま
糺
て
死
ん
だ
乙
，
岨
包
鴛
か
…

愚
ウ
加
が
誹
　
　
鋤
鰭
瓢
鞭
琴
』

の
で
す
が
、
そ
の
後
、

に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　
　
　
　
予
防
注
射
を

　
　
i
寿
町
・
星
野
さ
ん
ー

　
中
止
し
て
い
る
一
般
の
人
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射
の
復
活
を
。
せ
め

て
六
十
歳
以
上
の
老
人
だ
け
で
も
。

　
i
医
師
の
手
不
足
か
ら
義
務
的
な
予

防
注
射
だ
け
を
な
ん
と
か
お
願
い
し

て
い
る
の
が
実
情
な
の
で
、
医
師
会

と
相
談
し
て
み
る
が
む
ず
か
し
い
ー

市民ハイキング参加者募集
●期日　9月30日（日》午前8時半、市民体育館

　　　　前集合（雨天中止）

●場所　笠置キャンプ場（西枯木又）

●募集人員　50人

●用窓するもの　帽子、雨具、昼食

●申込　9月20日までに、市民体育館（87｝5208

　　　　番）へ

大正12年9月5日付十日町新聞

　
　
　
　
　
　
　
　
小
千
谷
の
駅

　
　
東
京
か
ら
逃
け
て
く
る
十
日
町
・

中
魚
沼
の
人
達
の
た
め
に
、
青
年
団
と

在
郷
軍
人
分
会
で
湯
茶
の
接
待
を
し

ま
し
た
．
そ
の
人
達
の
話
を
聞
く
と
、

大
変
な
事
態
が
発
生
し
て
い
る
と
い

こ
と
で
、
あ
る
事
な
い
事
さ
ま
ざ
ま

な
流
言
卑
語
が
と
び
か
っ
た
も
の
で

す
、
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
た
と

い
う
よ
う
な
た
ぐ
い
の
も
の
で
、
こ

の
あ
た
り
で
も
暴
動
が
起
き
る
と
い

う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
り
、
井
戸
の

中
に
毒
薬
を
入
れ
た
だ
の
、
爆
裂
弾

を
仕
掛
け
た
だ
の
デ
マ
が
飛
び
か
っ

た
も
の
で
す
。

　
二
日
目
か
ら
だ
っ
た
か
一
二
日
目
か

ら
だ
っ
た
か
記
憶
が
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
の
消
防
団
が
夜
警

だ
け
を
し
ま
し
た
ね
．
地
震
そ
の
も

の
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で

す
し
、
火
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
で

す
か
ら
消
防
団
が
出
た
の
は
こ
の
夜

警
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は

丁
度
、
徴
兵
検
査
の
終
っ
た
年
で
、

上
原
自
衛
団
の
副
隊
長
を
し
て
い
た

頃
で
す
・
　
　
　
」

　
十
日
町
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ

た
の
イ
．
又
す
が
、
各
地
に
自
衛
団
が
出

来
て
、
検
問
を
し
て
、
朝
鮮
人
の
人

達
が
だ
い
ぶ
む
ご
い
目
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
ね
。
こ
の
へ
ん
は
落
ち
つ
い

て
い
ま
し
た
．
、

　
私
は
、
角
屋
の
ご
L
人
に
頼
ま
れ
て

宮
人
さ
ん
と
一
諸
に
、
東
京
の
取
り

引
き
先
に
見
舞
を
届
け
に
行
っ
た
の

で
す
が
、
一
面
の
焼
野
原
で
、
死
臭

フ
ン
プ
ン
と
す
る
中
を
、
目
指
す
問

屋
さ
ん
を
さ
が
し
た
の
で
す
が
、
目
印

に
な
る
建
物
も
み
ん
な
焼
け
て
い
て

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
よ
う
や
く
さ
が
し
あ
て
て
、

松
坂
屋
さ
ん
、
市
田
商
店
、
塚
本
商

店
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
金
を
百
円

ず
っ
届
け
た
も
の
で
す
。
当
時
の
百

円
と
い
う
の
は
大
金
だ
っ
た
で
す
よ
。

地
震
の
あ
と
は
復
興
景
気
と
い
う
の

で
織
物
も
良
く
売
れ
ま
し
て
ね
。

　
当
時
の
製
品
は
、
明
石
に
お
召
が

主
流
だ
っ
た
で
す
よ
．
目
本
中
が
帝

都
を
復
興
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
運

に
燃
え
て
い
た
も
の
で
す
。

　
私
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

十
日
町
か
ら
も
青
年
団
と
在
郷
軍
人

会
の
四
十
人
く
ら
い
が
救
援
活
動
に
行

き
ま
し
た
。
シ
ャ
ボ
リ
や
ツ
ル
ッ
パ

シ
を
持
っ
て
ね
．
最
初
、
内
務
省
に

行
っ
て
庭
に
泊
っ
て
神
奈
川
県
の
横

須
賀
の
ト
ン
ネ
ル
落
盤
現
場
に
派
遣

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
ね
。

　
も
う
六
十
年
も
昔
の
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
（
菅
村
新
蔵
－
…
談
）
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県
芸
術
祭
特
別
公
演

富
谷
“
ヴ
ィ
ヴ
7
轟
ヲ
ィ
濱
奏
金
招
縛
壷
憂
暴

　
県
芸
術
祭
の
特
別
公
演
「
東
京
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
演
奏
会
」

が
十
月
二
十
九
日
、
十
日
町
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
公
演
会

は
、
県
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、
中
央
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
、
文
化
に
接

す
る
機
会
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
柏
崎
、

糸
魚
川
、
五
泉
、
十
目
町
の
四
会
場
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
次
の
と
お

り
無
料
招
待
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
卜
月
二
十
九
日
（
月
）

　
　
午
後
六
時
半
～
八
時
半

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
（
］
名
に

つ
き
一
枚
有
効
）
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）
を
明
記
し

学
校
町
、
十
日
町
市
民
会
館
内
、
県

芸
術
祭
特
別
公
演
係
あ
て
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
．
㊧
の
は
が
き
の
表
に

は
、
ご
自
分
の
住
所
、
氏
名
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

締
切
　
十
月
一
日
（
月
）
消
印
有
効

灘議

験鱗鐸

　　　　　趨　　　獲纏

　
㌔
｝

馬
蒐

瀞
べ

作
品
－
白
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

彫
塑
、
工
芸
、
新
し
い
美
術
、

写
真
の
七
部
門

搬
入
…
十
月
六
日
（
土
）
午
前

を・

九
時
－
午
後
八
時
半
ま
で
公
民

　
　
　
館
へ
．
　
詳
細
は
、
市
報
と
お

　
　
　
か
ま
ち
八
月
卜
日
号
を
。

　
※
申
込
者
が
定
員
（
五
百
二
十
八
）

以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
抽
せ
ん
で

決
定
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
＋
日
町
市
公
民
館
（
8

七
ー
五
〇
二
番
）
へ
．

　
【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団

　
昭
和
三
十
六
年
に
結
成
、
四
十
六
、

四
十
八
、
五
十
二
年
と
三
回
の
ヨ
ー

・
ッ
パ
公
演
を
行
い
、
イ
・
ム
ジ
チ

に
匹
敵
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
絶
賛

さ
れ
た
。
ビ
バ
ル
デ
ィ
か
ら
ビ
ー
ト

ル
ズ
に
ま
た
が
る
曲
目
、
指
揮
者
早

川
正
昭
の
ユ
ニ
ー
ク
な
話
を
楽
し
め

る
。
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
は
外
山
滋
。

轟翼

灘

お題は黙桜”
　　一55年歌会始一

　
昭
和
五
十
五
年
歌
会

始
の
お
題
は
「
桜
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
花

木
の
桜
で
す
が
、
花
と

詠
む
こ
と
は
ふ
さ
わ
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領
　
詠
進
歌
は

自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
未
発
表
の
作
で
す
．

半
紙
に
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。

詠
進
期
間
　
十
月
十
一

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

あ
て
先
　
「
〒
一
〇
〇
　
千
代
田
区
千

代
田
一
番
一
号
官
内
庁
」
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
．
疑
問
の

点
は
、
直
接
、
官
内
庁
式
部
職
あ
て

に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

切
手
（
五
十
円
）
を
は
っ
た
封
筒
を

添
え
て
九
月
末
日
ま
で
に
。

新
し
い
地
域
の
交
化
活
動
に

影
絵
講
習
会

　
市
公
民
館
で
は
、
八
月
十
二
日
の

影
絵
の
劇
団
。
か
か
し
座
”
の
公
演

に
引
き
続
き
、
八
月
十
九
日
に
“
影

絵
の
講
習
会
”
を
行
い
ま
し
た
、

　
当
日
は
、
か
か
し
座
の
前
国
兼
巳

氏
（
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
を
講
師

に
迎
え
、
約
五
十
名
の
受
講
生
が
、

六
時
間
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
弔
＼

初
め
て
の
影
絵
の
製
作
に
意
欲
的
に

講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
．

　
市
内
の
影
絵
グ
ル
ー
プ
は
、
枯
木

又
婦
人
学
級
だ
け
で
す
が
、
・
こ
の
講

習
会
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
中
か
ら
、

新
し
い
文
化
活
動
と
し
て
、
影
絵
な

ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と

考
え
て
い
ま
す
．

　
　
び

で
喜

手
す

の
出

分
創

自

枯木

　
枯
木
又
婦
人
学
級
で
は
、
昨
年
よ

　
　
数
年
来
自
分
達
が
調
べ
て
き
た

事
を
形
に
表
現
し
て
行
こ
う
と
い
う

事
に
な
り
、
影
絵
を
勉
強
し
て
き
ま

し
た
。
厚
ボ
！
ル
紙
に
下
絵
を
書
き

カ
ッ
タ
ー
で
切
り
抜
い
た
り
、
　
ゾ

・
シ
ン
グ
ペ
；
パ
ー
を
は
っ
た
り
、

自
分
遠
で
教
材
を
創
り
出
す
学
習
で

サ
カ
　
お
母
さ
ん
達
が
こ
の
よ
う
な

事
を
す
る
の
は
学
校
卒
業
以
後
初
め

て
の
も
の
で
す
。

　
東
京
の
村
木
先
生
（
主
婦
・
影
絵

研
究
グ
ル
；
プ
リ
ー
ダ
ー
）
の
ご
指

導
を
受
け
、
作
業
を
進
め
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
六
月
に
、
枯
木
又
の
う

た
（
て
ま
り
う
た
・
ざ
っ
く
う
た
・

枯
木
又
の
鳥
追
い
う
た
・
ほ
つ
け
た

ち
・
枯
木
又
の
子
守
う
た
）
が
完
成

し
、
郡
市
社
会
教
育
大
会
に
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
発
表
が
成
功
の
う
ち

に
終
わ
り
、
お
母
さ
ん
達
一
人
一
人

が
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
あ
ら
た

め
て
、
自
分
達
の
手
で
創
り
出
す
喜

び
を
痛
感
し
て
　
る
と
こ
ろ
で
す
．

　
そ
の
後
「
枯
木
又
の
う
た
」
の
手

な
お
し
（
各
々
の
タ
イ
ト
ル
作
製
算
）

を
終
わ
り
　
こ
れ
カ
ら
は
　
枯
木

又
に
伝
わ
る
民
話
を
、
物
語
的
な
タ

ッ
チ
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
影
絵
に
し

一
鮮
糞
纏
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

鍵
藩
覧

昭和54年度第2回目の犬の注射を10月2、3、4日に行います（詳細は9月25日お知らせ版でお知らせします）
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秋
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
九
月
二
十
幽
日
～
三
十
日

　
　
◎
子
供
と
老
入
の
交
通
事
故
防
止

　
　
◎
自
転
車
・
原
付
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
　
◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

ノ

無

集
会
場
建
設
に
補
助
を

　
　
　
　
i
四
日
町
第
二
－

　
地
域
の
集
会
場
を
建
設
し
た
い
が

市
の
補
助
制
度
は
あ
る
か
．
今
年
度

か
ら
で
も
適
用
に
な
る
の
か
。

　
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
は
、
諸
里
市
政
の
目
玉
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
、
補
助
制
度
、

融
資
制
度
は
、
内
部
で
検
討
中
で
来

年
度
か
ら
新
設
し
た
い
。
今
年
度
建

設
の
も
の
は
対
象
外
．
今
後
は
、
当

分
企
画
財
政
課
を
窓
口
に
ー

就
業
構
造
基
本
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
理
府
統
計
局
で
は
、
斗
月
一
日

現
在
イ
、
、
第
九
回
目
の
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
　
こ
の
調
査
は
、

政
府
の
雇
用
、
失
業
対
策
を
は
じ
め
、

各
種
の
行
政
施
策
な
と
の
基
礎
資
料

を
作
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
当
市
で
は
、
つ
ぎ
の
地
区
に
後

日
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

調
査
対
象
地
区

　
田
川
町
二
の
一
部
（
宮
沢
竹
利
）

宮
ド
町
西
（
湯
沢
澄
子
）
吉
田
山
谷

の
一
部
（
柳
守
一
）
四
目
町
新
田
四
、

南
新
田
町
（
丸
山
富
士
郎
）
新
座
四

の
一
部
（
越
井
武
男
）
上
原
（
大
熊

正
、
、
一
）
岩
野
（
水
落
昭
夫
）
池
谷
、

入
山
（
山
本
徳
政
）
新
水
（
池
田
伊

勢
松
）
山
新
田
、
小
貫
（
庭
野
友
治
）

ニ
ツ
屋
（
俵
山
正
亥
）

》q蒔孟訟曲
　　　　シリーズ照6

関東大地震
大正12年9月1日

大
正
十
二
年
九
月
』
日
の
午
前
十

一
時
五
十
八
分
に
グ
ラ
ゲ
ラ
と
き
ま

し
て
ね
、
か
な
り
大
き
な
地
震
－
．
・
、

家
の
前
の
池
の
水
が
ジ
ャ
ボ
ン
ジ
ャ

ボ
ン
と
道
に
と
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
い
う
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
ど
の
く

ら
い
だ
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

そ
の
後
、
あ
の
く
ら
い
の
大
き
い
地

震
は
あ
っ
た
二
と
が
な
い
で
す
ね
．

　
そ
の
目
に
は
特
に
対
策
は
な
か
っ
た

　
衷
京
の
惨
状
は

　
　
全
く
言
葉
が
紀
之
て

　
　
　
　
柿
」
層
ま
す
と
旨
」

　
　
　
　
避
難
四
郷
せ
る
湖
9
凶
氏
の
議

野
那
欝
鉦
攣
る
サ
罪
奮
斯
舌
そ
セ
詳
で

難
難
繋
薄
熱
辮
岬
｝
響

昌
む
響
、
愛
鷺
勾
舟
鴛
磐
る
ば
か
軌
義
で
も
ノ

　
・
毫
＝
‘
窒
、
』
　
　
　
皿
　
マ

灘
継
鷲
繍
籔
ヤ
饗
穿
に

て
學
藻
く
　
　
　
7
認
裏
へ
て
擬
勇
め
｝

誉
黛
縢
史
書
．
拶
た
が
駕
に
略
て
、
準
七
協
も
－

一
野
鑑
＋
面
条
撃
参
任
に
孕
穐
釣
ぴ
躯

急
働
識
善
　
㎝
ま
糺
て
死
ん
だ
乙
，
岨
包
鴛
か
…

愚
ウ
加
が
誹
　
　
鋤
鰭
瓢
鞭
琴
』

の
で
す
が
、
そ
の
後
、

に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　
　
　
　
予
防
注
射
を

　
　
i
寿
町
・
星
野
さ
ん
ー

　
中
止
し
て
い
る
一
般
の
人
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射
の
復
活
を
。
せ
め

て
六
十
歳
以
上
の
老
人
だ
け
で
も
。

　
i
医
師
の
手
不
足
か
ら
義
務
的
な
予

防
注
射
だ
け
を
な
ん
と
か
お
願
い
し

て
い
る
の
が
実
情
な
の
で
、
医
師
会

と
相
談
し
て
み
る
が
む
ず
か
し
い
ー

市民ハイキング参加者募集
●期日　9月30日（日》午前8時半、市民体育館

　　　　前集合（雨天中止）

●場所　笠置キャンプ場（西枯木又）

●募集人員　50人

●用窓するもの　帽子、雨具、昼食

●申込　9月20日までに、市民体育館（87｝5208

　　　　番）へ

大正12年9月5日付十日町新聞

　
　
　
　
　
　
　
　
小
千
谷
の
駅

　
　
東
京
か
ら
逃
け
て
く
る
十
日
町
・

中
魚
沼
の
人
達
の
た
め
に
、
青
年
団
と

在
郷
軍
人
分
会
で
湯
茶
の
接
待
を
し

ま
し
た
．
そ
の
人
達
の
話
を
聞
く
と
、

大
変
な
事
態
が
発
生
し
て
い
る
と
い

こ
と
で
、
あ
る
事
な
い
事
さ
ま
ざ
ま

な
流
言
卑
語
が
と
び
か
っ
た
も
の
で

す
、
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
た
と

い
う
よ
う
な
た
ぐ
い
の
も
の
で
、
こ

の
あ
た
り
で
も
暴
動
が
起
き
る
と
い

う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
り
、
井
戸
の

中
に
毒
薬
を
入
れ
た
だ
の
、
爆
裂
弾

を
仕
掛
け
た
だ
の
デ
マ
が
飛
び
か
っ

た
も
の
で
す
。

　
二
日
目
か
ら
だ
っ
た
か
一
二
日
目
か

ら
だ
っ
た
か
記
憶
が
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
の
消
防
団
が
夜
警

だ
け
を
し
ま
し
た
ね
．
地
震
そ
の
も

の
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で

す
し
、
火
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
で

す
か
ら
消
防
団
が
出
た
の
は
こ
の
夜

警
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は

丁
度
、
徴
兵
検
査
の
終
っ
た
年
で
、

上
原
自
衛
団
の
副
隊
長
を
し
て
い
た

頃
で
す
・
　
　
　
」

　
十
日
町
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ

た
の
イ
．
又
す
が
、
各
地
に
自
衛
団
が
出

来
て
、
検
問
を
し
て
、
朝
鮮
人
の
人

達
が
だ
い
ぶ
む
ご
い
目
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
ね
。
こ
の
へ
ん
は
落
ち
つ
い

て
い
ま
し
た
．
、

　
私
は
、
角
屋
の
ご
L
人
に
頼
ま
れ
て

宮
人
さ
ん
と
一
諸
に
、
東
京
の
取
り

引
き
先
に
見
舞
を
届
け
に
行
っ
た
の

で
す
が
、
一
面
の
焼
野
原
で
、
死
臭

フ
ン
プ
ン
と
す
る
中
を
、
目
指
す
問

屋
さ
ん
を
さ
が
し
た
の
で
す
が
、
目
印

に
な
る
建
物
も
み
ん
な
焼
け
て
い
て

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
よ
う
や
く
さ
が
し
あ
て
て
、

松
坂
屋
さ
ん
、
市
田
商
店
、
塚
本
商

店
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
金
を
百
円

ず
っ
届
け
た
も
の
で
す
。
当
時
の
百

円
と
い
う
の
は
大
金
だ
っ
た
で
す
よ
。

地
震
の
あ
と
は
復
興
景
気
と
い
う
の

で
織
物
も
良
く
売
れ
ま
し
て
ね
。

　
当
時
の
製
品
は
、
明
石
に
お
召
が

主
流
だ
っ
た
で
す
よ
．
目
本
中
が
帝

都
を
復
興
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
運

に
燃
え
て
い
た
も
の
で
す
。

　
私
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

十
日
町
か
ら
も
青
年
団
と
在
郷
軍
人

会
の
四
十
人
く
ら
い
が
救
援
活
動
に
行

き
ま
し
た
。
シ
ャ
ボ
リ
や
ツ
ル
ッ
パ

シ
を
持
っ
て
ね
．
最
初
、
内
務
省
に

行
っ
て
庭
に
泊
っ
て
神
奈
川
県
の
横

須
賀
の
ト
ン
ネ
ル
落
盤
現
場
に
派
遣

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
ね
。

　
も
う
六
十
年
も
昔
の
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
（
菅
村
新
蔵
－
…
談
）
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県
芸
術
祭
特
別
公
演

富
谷
“
ヴ
ィ
ヴ
7
轟
ヲ
ィ
濱
奏
金
招
縛
壷
憂
暴

　
県
芸
術
祭
の
特
別
公
演
「
東
京
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
演
奏
会
」

が
十
月
二
十
九
日
、
十
日
町
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
公
演
会

は
、
県
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、
中
央
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
、
文
化
に
接

す
る
機
会
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
柏
崎
、

糸
魚
川
、
五
泉
、
十
目
町
の
四
会
場
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
次
の
と
お

り
無
料
招
待
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
卜
月
二
十
九
日
（
月
）

　
　
午
後
六
時
半
～
八
時
半

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
（
］
名
に

つ
き
一
枚
有
効
）
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）
を
明
記
し

学
校
町
、
十
日
町
市
民
会
館
内
、
県

芸
術
祭
特
別
公
演
係
あ
て
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
．
㊧
の
は
が
き
の
表
に

は
、
ご
自
分
の
住
所
、
氏
名
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

締
切
　
十
月
一
日
（
月
）
消
印
有
効

灘議

験鱗鐸

　　　　　趨　　　獲纏

　
㌔
｝

馬
蒐

瀞
べ

作
品
－
白
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

彫
塑
、
工
芸
、
新
し
い
美
術
、

写
真
の
七
部
門

搬
入
…
十
月
六
日
（
土
）
午
前

を・

九
時
－
午
後
八
時
半
ま
で
公
民

　
　
　
館
へ
．
　
詳
細
は
、
市
報
と
お

　
　
　
か
ま
ち
八
月
卜
日
号
を
。

　
※
申
込
者
が
定
員
（
五
百
二
十
八
）

以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
抽
せ
ん
で

決
定
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
＋
日
町
市
公
民
館
（
8

七
ー
五
〇
二
番
）
へ
．

　
【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団

　
昭
和
三
十
六
年
に
結
成
、
四
十
六
、

四
十
八
、
五
十
二
年
と
三
回
の
ヨ
ー

・
ッ
パ
公
演
を
行
い
、
イ
・
ム
ジ
チ

に
匹
敵
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
絶
賛

さ
れ
た
。
ビ
バ
ル
デ
ィ
か
ら
ビ
ー
ト

ル
ズ
に
ま
た
が
る
曲
目
、
指
揮
者
早

川
正
昭
の
ユ
ニ
ー
ク
な
話
を
楽
し
め

る
。
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
は
外
山
滋
。

轟翼

灘

お題は黙桜”
　　一55年歌会始一

　
昭
和
五
十
五
年
歌
会

始
の
お
題
は
「
桜
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
花

木
の
桜
で
す
が
、
花
と

詠
む
こ
と
は
ふ
さ
わ
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領
　
詠
進
歌
は

自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
未
発
表
の
作
で
す
．

半
紙
に
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。

詠
進
期
間
　
十
月
十
一

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

あ
て
先
　
「
〒
一
〇
〇
　
千
代
田
区
千

代
田
一
番
一
号
官
内
庁
」
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
．
疑
問
の

点
は
、
直
接
、
官
内
庁
式
部
職
あ
て

に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

切
手
（
五
十
円
）
を
は
っ
た
封
筒
を

添
え
て
九
月
末
日
ま
で
に
。

新
し
い
地
域
の
交
化
活
動
に

影
絵
講
習
会

　
市
公
民
館
で
は
、
八
月
十
二
日
の

影
絵
の
劇
団
。
か
か
し
座
”
の
公
演

に
引
き
続
き
、
八
月
十
九
日
に
“
影

絵
の
講
習
会
”
を
行
い
ま
し
た
、

　
当
日
は
、
か
か
し
座
の
前
国
兼
巳

氏
（
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
を
講
師

に
迎
え
、
約
五
十
名
の
受
講
生
が
、

六
時
間
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
弔
＼

初
め
て
の
影
絵
の
製
作
に
意
欲
的
に

講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
．

　
市
内
の
影
絵
グ
ル
ー
プ
は
、
枯
木

又
婦
人
学
級
だ
け
で
す
が
、
・
こ
の
講

習
会
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
中
か
ら
、

新
し
い
文
化
活
動
と
し
て
、
影
絵
な

ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と

考
え
て
い
ま
す
．

　
　
び

で
喜

手
す

の
出

分
創

自

枯木

　
枯
木
又
婦
人
学
級
で
は
、
昨
年
よ

　
　
数
年
来
自
分
達
が
調
べ
て
き
た

事
を
形
に
表
現
し
て
行
こ
う
と
い
う

事
に
な
り
、
影
絵
を
勉
強
し
て
き
ま

し
た
。
厚
ボ
！
ル
紙
に
下
絵
を
書
き

カ
ッ
タ
ー
で
切
り
抜
い
た
り
、
　
ゾ

・
シ
ン
グ
ペ
；
パ
ー
を
は
っ
た
り
、

自
分
遠
で
教
材
を
創
り
出
す
学
習
で

サ
カ
　
お
母
さ
ん
達
が
こ
の
よ
う
な

事
を
す
る
の
は
学
校
卒
業
以
後
初
め

て
の
も
の
で
す
。

　
東
京
の
村
木
先
生
（
主
婦
・
影
絵

研
究
グ
ル
；
プ
リ
ー
ダ
ー
）
の
ご
指

導
を
受
け
、
作
業
を
進
め
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
六
月
に
、
枯
木
又
の
う

た
（
て
ま
り
う
た
・
ざ
っ
く
う
た
・

枯
木
又
の
鳥
追
い
う
た
・
ほ
つ
け
た

ち
・
枯
木
又
の
子
守
う
た
）
が
完
成

し
、
郡
市
社
会
教
育
大
会
に
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
発
表
が
成
功
の
う
ち

に
終
わ
り
、
お
母
さ
ん
達
一
人
一
人

が
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
あ
ら
た

め
て
、
自
分
達
の
手
で
創
り
出
す
喜

び
を
痛
感
し
て
　
る
と
こ
ろ
で
す
．

　
そ
の
後
「
枯
木
又
の
う
た
」
の
手

な
お
し
（
各
々
の
タ
イ
ト
ル
作
製
算
）

を
終
わ
り
　
こ
れ
カ
ら
は
　
枯
木

又
に
伝
わ
る
民
話
を
、
物
語
的
な
タ

ッ
チ
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
影
絵
に
し

一
鮮
糞
纏
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

鍵
藩
覧

昭和54年度第2回目の犬の注射を10月2、3、4日に行います（詳細は9月25日お知らせ版でお知らせします）
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危
険
物
取
扱
者
講
習
会
を
実
施

　
昭
和
五
十
四
年
度
第
二
回
目
の
危

険
物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
種

及
び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
講
習
）
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　
消
防
法
第
±
、
一
条
の
五

の
規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま

た
は
取
扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
（
受
講

義
務
者
と
い
い
ま
す
）
及
び
、
現
に

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

な
い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険
物
取

扱
者

・
※
受
講
の
義
務
　
受
講
義
務
者
は
、

　
つ
ぎ
の
期
間
内
に
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
q
O
製
造
所
等
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
一
年
以
内
。

　
働
製
造
所
等
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
前

四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
日
か
ら

五
年
以
内
。

　
⑥
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

嫌欝

る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

五
年
以
内
。

●
日
時
及
び
会
場
　
十
月
四
日
困

午
前
九
時
よ
り
受
付
開
始
　
長
岡
自

治
会
館
（
長
岡
市
神
田
町
）

●
受
講
申
請
受
付
期
間
　
九
月
十
日

側
か
ら
二
十
五
日
㈹
ま
で
（
受
講
申

請
書
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

●
受
講
申
込
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
）

●
講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟

県
収
入
証
紙
で
納
入
）

灘
藤
夢
婁
灘
蔓
還
購
繋

　
昭
和
五
十
四
年
度
秋
季
急
性
灰
白

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

◎
該
当
者
　
一
回
目
…
昭
和
五
十
四

年
二
月
一
日
～
昭
和
五
十
四
年
七
月

三
十
｝
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
　
二

回
目
…
昭
和
五
十
三
年
八
月
一
日
～

昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

識
翻
轟

時ブ代⑥～

　
近
ご
ろ
は
、
女
性
が
強
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
お
お
か
た
の
場
合
、

家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
、

鞠蟄戴
鰯

に
生
ま
れ
た
人

　
そ
の
他
四
歳
ま
で
に
一
度
も
投
与

を
受
け
な
か
っ
た
人
、
ま
た
一
度
し

か
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人

◎
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱

者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
下
痢

を
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人

◎
接
種
前
の
注
意
　
投
与
前
は
健
康

管
理
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

投
与
日
の
朝
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

経
済
的
に
は
ご
主
人
の
収
入
に
頼
る

と
い
う
弱
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
こ
う
し
た
立
場
の

主
婦
の
座
を
守
る
た
め
に
母
子
年
金

の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
A
子
さ

ん
は
、
不
幸
に
も
結
婚
し
て
三
年
目

に
ご
主
人
を
交
通
事
故
で
な
く
し
、

小
さ
な
子
ど
も
を
か
か
え
て
途
方
に

く
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
日
、
市
役
所
か
ら
年
金
の
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
連

絡
を
受
け
ま
し
た
．
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
ま
ま
市
役
所
に
い
く
と
月
に
四

万
円
弱
の
母
子
年
金
が
も
ら
え
る
と

の
こ
と
。
び
っ
く
り
し
て
、
係
の
人

印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
っ
て
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
老
人
憩
い
の
家
組
ひ
も
愛
好
会

盃
五
十
個
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）

千
円
　
▼
㈱
最
上
　
清
酒
二
十
本

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
十
二
日
困
午
前
八
時
～
十

に
た
ず
ね
る
と
、
国
民
年
金
係
の
Y

君
は
「
あ
な
た
が
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
た
か
ら
」
…
と
の
返
事
。
と

こ
ろ
が
A
子
さ
ん
に
は
、
・
い
あ
た
ガ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の

調
べ
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
嫁

い
で
き
た
と
き
、
お
し
ゅ
う
と
さ
ん

が
な
い
し
ょ
で
加
入
し
て
お
い
た
の

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
母
子
年
金
は
、
女

性
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
年
金
で
、
生

活
を
大
き
く
さ
さ
え
て
く
れ
ま
す
。

　
母
子
年
金
は
、
ご
主
人
が
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
奥
さ
ん
自
身
が
国
民
年

一
時
半
ま
で
樽
沢
、
小
泉
の
一
部

▼
九
月
十
二
日
困
午
後
｝
時
～
四
時

ま
で
　
小
泉
の
一
部
、
吉
田
山
谷
、

稲
葉
の
一
部
　
▼
九
月
十
三
日
困

午
後
二
時
～
五
時
ま
で
　
殿
畑
、
小

貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
　
▼
九

月
十
七
日
㈲
午
後
一
時
～
五
時
ま

で
　
本
町
六
丁
目
一
・
二
の
一
部

▼
九
月
二
十
七
日
困
　
午
前
八
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
土
市
の
一
部
、
太

田
島
一
・
二
・
三
、
姿
、
安
養
寺

金
に
加
入
し
、
一
年
以
上
か
け
金
を

納
め
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
、

　
支
給
の
対
象
は

　
母
子
年
金
は
、
不
幸
に
し
て
、
一

家
の
働
き
手
で
あ
る
ご
主
人
を
な
く

さ
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づ
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の
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が
始
ま
っ
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ま
す
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六
箇
で
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

十
日
町
森
林
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園
の
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ラ
ン
づ
く
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を
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め
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八
箇
で
は
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ェ
ク
ト
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っ
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域
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す
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．
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ケ
沢
で
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ぐ
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の
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じ
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．
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参
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新
し

い
芽
を
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．
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の
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・
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固
定
資
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税
第
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期
…
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月
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下
水
道
事
業
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益
者
負
担
金
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第
二
期
分
納
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月
十
六
日
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九
月
三
十
日

■市勢／人ロ…・50，100人（男24，608・女25，492人）／世帯数…l　l，944／面積一21L44k㎡（8月1日現在）
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